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アルミニウムドロス中の金属アルミニウムの簡易分析
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１．はじめに

アルミニウムの溶解時には，介在物やガスなどの不

要な成分の除去を目的として溶湯処理が行われる．こ

の工程において，溶湯残津であるアルミニウムドロス

が発生する．除津されたアルミニウムドロスには，金

属アルミニウムが多く含まれている．アルミニウムド

ロスから金属アルミニウムを搾って回収した残りはア

ルミ残灰と呼ばれ，これは管理型の産業廃棄物処分場

に埋め立て処分されることが多い')．

アルミニウムは，リサイクル向きの材料として注目

を集めている．これは，アルミニウム再生塊の製造に

要するエネルギーが新塊を製造する場合の3％で済む

からである．しかし，スクラップから再生塊を製造す

るときに発生するアルミニウムドロスの量は，新塊の

製造時よりずっと多い．このため，アルミニウムのリ

サイクルが進むほど，アルミニウムドロスをどのよう

に処理するかが問題となってくる．すなわち，アルミ

ニウムドロスの発生そのものを抑えること，処分しな

ければならないアルミ残灰を無害化すること，アルミ

ニウムドロスの有効利用を図ることが課題となってい

る2)．

アルミニウムドロスは鉄鋼用の造倖剤や脱酸剤とし

て再利用されているが，さらに有効活用を図るために

は，その組成を調べて，ユーザの要求にあう品質で安

定供給できる仕組みが必要である．アルミニウムドロ

スの組成は，自由に制御できるものではないため，そ

の組成を分析することが重要である．また，アルミニ

ウムドロスが鉄鋼製造向けに再利用される場合は，主

にアルミニウムドロス中の金属アルミニウムが有効成

分となることが多い．このため，アルミニウムドロス
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中の金属成分を分析することが特に重要である．

従来，アルミニウムドロス中の金属アルミニウムを

分析するには，臭素メタノール分解法が使用されてき

た．この方法の欠点は，長時間の作業が要求されるこ

とと，一度に分析できる量が少ないことである．この

ため，大量のアルミニウムドロスの分析を行おうとす

ると，サンプリング処理が欠かせないが，アルミニウ

ムドロスの性状は一様でないため，結果として分析精

度が悪くなってしまう．

これらの理由から，大量のアルミニウムドロスを，

多少精度は悪くても，誰でも簡単に，かつ短時間で分

析できる簡易分析法の開発が望まれている．

通常，物質の組成を分析するには化学的処理が欠か

せないが，試薬を用いた場合，反応時間を短くするこ

とには困難がある．そのため，電気的な手法であるまっ

たく別のアプローチをとることにした3)．

分析したい物質が，金属や誘電体，あるいは高い透

磁率などの電気的に調べることのできる性質を持って

いると，その物質を電場あるいは磁場中に配置すれば，

その影響が元の電場あるいは磁場などの変化としてた

だちにあらわれる．電気的な方法を用いたさまざまな

分析装置では，この現象を応用して短時間で分析が行

えるのが普通である．そこで，これらの分析装置で用

いられている方法を応用，あるいは発展させてアルミ

ニウムドロス中の金属アルミニウムの検出を検討した．

2．測定原理

アルミニウムドロスは，金属アルミニウムなどの導

電体と酸化アルミニウムや窒化アルミニウムなどの絶

縁体の混合物である．ドロス中の導電体には，金属ア

ルミニウム以外に金属マグネシウムなどが存在する場

合もあるが，これらの金属アルミニウム以外の導電体

は，金属アルミニウムより含有率がずっと低い．そこ












